
理科 学習指導案 

 

１．日時      令和３年○月○日（〇）第○時限 

 

２．場所      理科室 

 

３．学年・組    第３学年○組（○○名） 

 

４．単元（題材）名    音を出して調べよう  (使用図書は、教科書：「新しい理科」東京書籍) 

 

５．単元（題材）の目標 

 〇物から音が出たり伝わったりするとき物が震えていることや、音の大きさが変わるとき震え方が変わることの 

理解を図り、実験に関する技能を身に着けることができるようにする。【知識及び技能】 

 〇音の性質について、差異点や共通点を基に問題を見出したり、実験などの結果を基に考察したり、表現するなど 

して問題を解決しようとする態度を育成する。【思考力、判断力、表現力等】 

 〇音の性質についての事物・現象に進んで関わり、問題解決しようとする態度や、学んだことを学習や生活に生か 

そうとする態度を育成する。【学びに向かう力、人間性等】 

 

６．児童観 

 （省略） 

 

７．教材観 

  本単元は、音を出したときの物の震え方に着目して、物の震え方の違いを比較しながら音の性質について理解 

を深めることをねらいとしている。観察や実験を通して、普段当たり前ととらえている事象から疑問点を見出し、

それを解決しようとする姿勢を引き出したい。そのために物の震えを視覚的、体感的にとらえやすい物を用意した

い。また、大きな音が鼓膜を傷つける危険のあることにも注意して活動させたい。 

 

８．指導観 

  本単元では、まず、子どもたちが音を出している時の楽器の様子を比較し、差異点や共通点を基に問題を見いだ 

せるよう、紙や輪ゴムなどで楽器を作り、音を出す活動を行う。そして音の性質について、見いだした問題を解決

するために、実験方法を考え、結果を予想した上で実験を行い、結果を基に考察し、結論を導出する中で、物から

音が出たり伝わったりするときは物が震えていること、音が大きいときは震え方が大きく、音が小さいときは震え

方が小さいことを捉えることが出来るようにする。 

 また、子どもたちが音の性質について主体的に問題解決ができるようにするため、個人で実験を行うようにする。

そして、個人の実験結果をグループで整理し、整理した結果を基に考察を行うようにする。その際、一人ひとりの

考察を、一人一台端末を活用して共有し、クラス全体で話し合って結論を導出できるようにする。 

 

９．単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①物から音が出たり、伝わったりす

るとき、物は震えていること、ま

た、音の大きさが変わるとき物の

震え方が変わることを理解して

いる。 

②音の性質について、器具や機器な

どを正しく扱いながら調べ、それ

らの過程や得られた結果を分か

りやすく記録している。 

①音の性質について、差異点や共通

点を基に、音の性質について問題

を見いだし、表現するなどして問

題解決している。 

②音の性質について、実験などを行

い、得られた結果を基に考察し、

表現するなどして問題解決して

いる。 

①音の性質についての事物・現象に

進んで関わり、他者と関わりなが

ら問題解決しようとしている。 

②音の性質について学んだことを

学習や生活に生かそうとしてい

る。 

 

 



10. 単元の指導と評価の計画（全５時間） 

時 学習内容 
重

点 

記

録 
備考 

第１時 

（本時） 

・紙や輪ゴムなどで楽器を作って音を出し、音を出し

ているときの楽器の様子について気付いたことや疑

問に思ったことを話し合って、音が出たり伝わったり

しているときの様子について、調べる問題を見いだ

す。 

思 

 

主 

〇 思考・判断・表現① 

【発言分析・記述分析】 

主体的に学習に取り組む態度① 

【行動分析】 

第２時 ・楽器で音を出して、楽器が震えているか調べる。（実

験１） 

・音が出るときの様子についてまとめる。 

主 

 

知 

〇 

 

〇 

主体的に学習に取り組む態度① 

【行動分析】 

知識・技能② 

【行動分析・記録分析】 

第３時 ・音の大きいときと小さいときの楽器の震え方を調

べる。（実験２） 

・音の大きさと震え方についてまとめる。 

思 〇 思考・判断・表現② 

【発言分析・記述分析】 

第４時 ・音が伝わるとき、音を伝える物が震えているか調べ

る。（実験３） 

・音が伝わるとき、音を伝える物が震えていることを

まとめる。 

知 〇 知識・技能① 

【発表分析・記述分析】 

第５時 ・糸電話で声を伝え合う。 

・音が出るときの物の様子について、学んだことをま

とめる。 

主 〇 主体的に学習に取り組む態度② 

【発表分析・行動分析】 

 

11．本時の展開 

（１）本時の目標 

  自作の楽器を楽しんで作り音を出す中で、音の性質について、差異点や共通点を基に、音の性質について問題を 

見いだし、表現することができる。 

 

（２）本時の評価規準 

  音の性質について、差異点や共通点を基に、音の性質について問題を見いだし、表現している。 

 

（３）本時の判断基準 

おおむね満足できる状況(Ｂ) 努力を要する子ども(Ｃ)への支援 

音の性質について、差異点や共通点を基に、音の性質に

ついて問題を見いだし、表現している。 

音が出ているときの様子を再度観察させ、物が震えてい

ることに気付かせるよう助言・援助する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（４）本時の学習過程 

学習内容・学習活動 

予想される自動の反応 指導上の留意点 評価規準（評価方法） 

１ 今まで音を出した経験を思い出す。 

  （紙笛のことも思い出す） 

２ 自作の楽器を作り、音を出してみ 

る。 

  ・輪ゴムギターの材料を用意してお

き、全員で輪ゴムギターを作り、

音を出してみる。 

 

 

・輪ゴムを飛ばさないよう注意する。 

 

・輪ゴムギターの弦の張り方は自由にさせ

る。 

 

 

 

 

 

３ 音が出ているときの楽器の様子を

比較しながら観察し、差異点や共通

点を基に気付いたこと、疑問に思う

ことを記録し、話し合って問題を見

いだす。 

・音が出る時、ゴムがふるえていた。 

  ・音の大きさでふるえ方がちがう。 

 ・紙笛もぶるぶるしていた。 

 ・真ん中あたりがゆれていた。 

 

 

・自分で考えたことを楽器の様子とその他の

ことに分けて、授業支援システム上に書か

せた後、画面上で共有し、グループで話合

う時間を設定する。 

・グループで話し合ったことは、授業支援シ

ステム上に整理するようにする。 

 

 

 

 

・主体的に学習に取り組

む態度①（行動分析） 

 

〇思考・判断・表現① 

（発言分析・記述分析） 

４ 「音が出るときには、楽器が震えて 

いること」を調べていくことを共有

し、実験方法を考える次時の活動に

つなげる。 

・震えが分かる実験方法を考えさせる次時の

活動 

につなげる。 

 

 ※本単元では、電子黒板、クロームブック、授業支援システム（ミライシード：ムーブノート）を活用した。 

   

音がでているときの楽器の様子を調べよう。 


